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研
究
ノ
ー
ト

日
蓮
宗
に
お
け
る
海
外
開
教
の
特
徴
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
戦
略

川
　
口
　
智
　
德

一
、
は
じ
め
に

　

日
蓮
宗
の
海
外
布
教
は
、
大
き
く
「
北
米
開
教
区
、
南
米
開
教
区
、
ハ
ワ
イ
開
教
区
、
東
南
ア
ジ
ア
新
開
教
地
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教

区
」
と
五
つ
に
分
か
れ
る
。
開
教
区
毎
に
歴
史
や
特
色
は
異
な
る
が
、
当
研
究
レ
ポ
ー
ト
に
於
い
て
は
、
北
米
開
教
区
、
ハ
ワ
イ
開
教
区
、

東
南
ア
ジ
ア
新
開
教
地
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
各
開
教
区
に
お
け
る
「
歴
史
と
特
色
」、「
課
題
と
未
来
展
望
」
を
整
理
す
る
と
共
に
、

各
開
教
区
が
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
を
収
集
し
、
現
地
で
活
躍
す
る
開
教
師
の
助
力
と
な
り
得
る
よ
う
研
究
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
創
価
学
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
Ｓ
Ｇ
Ｉ
）
の
各
開
教
区
に
お
け
る
現
状
も
探
り
、
日
蓮
宗
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
比
較
調
査
を
行

い
、
未
来
の
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
を
今
一
度
見
つ
め
直
す
こ
と
を
目
的
に
研
究
調
査
を
し
た
。

二
、
日
蓮
宗
に
お
け
る
海
外
布
教
の
歴
史
と
活
動

　

日
蓮
宗
に
於
け
る
海
外
布
教
は
、
六
老
僧
日
持
聖
人
が
そ
の
鼻
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
通
り
、
長
い
歴
史
を
有
す
る
布
教
活
動
で
あ
る
。

し
か
し
、
華
々
し
い
展
開
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）
に
決
死
の
覚
悟
を
も
っ
て
布
教
さ
れ
た
高
木
行
運
師
を
起
端
と
し
て
い
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る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
明
治
か
ら
昭
和
に
掛
け
て
、
日
本
人
の
海
外
移
住
者
が
増
加
す
る
と
共
に
、
ハ
ワ
イ
、
北
米
、
南
米
を
拠
点
に
布

教
地
が
増
え
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
日
蓮
正
宗
か
ら
破
門
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
間
に
立
た
さ
れ
た
信
者
で
結

成
さ
れ
た
信
徒
団
、
ま
た
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
疑
問
を
懐
き
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
結
成
さ
れ
た
信
徒
団
を
擁
護
す
る
形
と
し

て
、
現
地
人
に
対
し
て
開
教
を
す
る
目
的
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
開
教
区
、
東
南
ア
ジ
ア
新
開
教
地
、
韓
国
ま
で
教
線
を
伸
ば
し
た
。

現
在
、
北
米
、
南
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ハ
ワ
イ
と
現
地
人
、
日
系
人
を
対
象
と
し
て
祖
願
成
就
に
向
け
布
教
活
動
を
行
っ
て
い

る
。三

、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
に
お
け
る
海
外
布
教
の
歴
史
と
活
動

　

創
価
学
会
の
海
外
組
織
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
世
界
一
九
二
ヶ
国
の
地
域
に
、
一
、
二
〇
〇
万
人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
を
擁
す
る
新
興
宗
教
団
体
で

あ
る
。

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）、
戸
田
城
聖
氏
（
創
価
学
会
第
二
代
会
長
）
の
後
を
継
ぎ
、
池
田
大
作
氏
（
第
三
代
会
長
、
現
名
誉
会

長
）
が
就
任
。
池
田
会
長
の
も
と
、
創
価
学
会
は
、
ア
メ
リ
カ
布
教
を
始
め
と
し
て
、
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
一
月
二
十
六
日
、
世
界
五
十
一
ヶ
国
の
創
価
学
会
員
の
代
表
が
グ
ア
ム
に
集
い
、
世
界
平
和
会
議
を
開
催

し
た
。
ま
た
、
こ
の
席
上
で
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
正
式
に
結
成
さ
れ
、
池
田
会
長
が
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。
現
在
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
、
南
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
六
つ
の
開
教
区
で
世
界
的
な
広
が
り
を
持
つ
に
至
っ
た
。
日
系
人
を
越
え
て
広
ま
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
現
地
語
の
使
用
、
教
義
の
翻
訳
、
現
地
人
の
役
職
へ
の
登
用
、
き
め
細
か
い
生
活
指
導
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
詳

細
は
後
述
）

　

創
価
学
会
に
即
し
た
特
徴
と
し
て
は
、
教
学
や
折
伏
と
共
に
座
談
会
や
個
人
指
導
を
重
視
し
、
役
職
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
人
材
育
成
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を
積
極
的
に
し
た
事
に
よ
り
飛
躍
的
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
日
蓮
宗
開
教
区
紹
介
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
布
教
活
動
の
比
較

四

−

一
　
北
米
開
教
区
『（N

ichiren B
uddhist O

rder O
f N

orth A
m

erica

）』

■
歴
史
と
特
色

　

ア
メ
リ
カ
に
仏
教
団
体
が
布
教
を
始
め
た
の
は
二
十
世
紀
始
め
の
頃
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
初
期
よ
り
日
蓮
仏
教
を
学
ぶ
幾
つ
か
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
に
日
蓮
宗
で
初
め
て
の
仏
教
寺
院
が
設

立
さ
れ
た
。
そ
れ
に
続
き
二
年
後
に
は
シ
ア
ト
ル
（
ワ
シ
ン
ト
ン
州
）
に
も
設
立
さ
れ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
に
設
立
さ
れ
、
数
年
後
、
正
式
に
北
米
日
蓮
宗
仏
教
教
団
（
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ａ
）
が
西
海
岸
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
教
線
は
拡
大

さ
れ
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
と
寺
院
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
開
戦
さ
れ
、
日
本
人
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
留
置
な
ど
の
様
々
な
障
害
を
受
け
、
バ
ン
ク
ー
バ

ー
の
寺
院
は
閉
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
の
後
日
蓮
教
団
は
、
シ
カ
ゴ
、
ト
ロ
ン
ト
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
、
サ
ン
ノ
ゼ
、

ボ
ス
ト
ン
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
で
現
在
、
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ヘ
イ
ワ
ー
ド
に
日
蓮
宗
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
十
七
の
州
で
十
三
の
教
会
、
七
つ
の
サ
ン
ガ
が
あ
り
、
十
六
名

の
開
教
師
、
国
際
布
教
師
が
活
躍
し
て
い
る
。

■
課
題
と
未
来
展
望

　
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
四
十
七
号
所
収
の
『
ア
メ
リ
カ
仏
教
か
ら
見
る
世
界
開
教
の
あ
り
方
』
の
中
で
も
触
れ
た
事
で
あ
る
が
、
今
後

は
、
日
系
人
と
ア
メ
リ
カ
人
へ
の
ケ
ア
の
方
法
、
現
地
人
沙
弥
へ
の
対
応
が
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
く
る
。
前
述
の
問
題
点
は
、
日
系
人
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に
頼
り
す
ぎ
て
い
た
事
を
発
端
と
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
系
人
向
け
の
お
寺
で
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
布
教
す
る
の
は
、
日
系
人
と
ア
メ

リ
カ
人
（
現
地
人
）
に
対
し
て
の
す
み
分
け
を
し
っ
か
り
と
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
米
で
は
現
地
人
沙
弥
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度　

世
界
開
教
師
会
議
で
も
議
題

に
挙
げ
ら
れ
た
事
で
あ
る
が
、
検
定
期
間
や
修
行
機
関
の
更
な
る
改
革
が
今
後
、
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
開
教
布
教

セ
ン
タ
ー
の
修
行
機
関
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
た
め
に
も
、
更
に
対
応
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■
北
米
に
於
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
活
動
（
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
た
創
価
学
会
）

　

北
米
に
お
け
る
開
教
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
人
と
国
際
結
婚
し
た
日
本
人
女
性
が
個
人
的
に
信
仰
し
て
い
た
こ
と
を
端
緒
と
す
る
。
昭
和
三

十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
池
田
大
作
会
長
（
当
時
）
が
初
め
て
ア
メ
リ
カ
を
訪
問
し
、
組
織
化
が
本
格
的
に
行
わ
れ
た
。
当
時
の
ア
メ
リ

カ
在
住
の
会
員
数
は
お
よ
そ
三
〇
〇
世
帯
で
あ
っ
た
と
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
ハ
ワ
イ
と
西
海
岸
を
調
査
し
た
井
上
順の
ぶ

孝た
か

氏
は
『
海
を

渡
っ
た
日
本
宗
教
─
移
民
社
会
の
内
と
外
』
で
記
述
し
て
い
る
。
井
上
氏
は
、
一
年
後
の
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
、
二
、
〇

〇
〇
世
帯
へ
増
加
し
、
そ
の
後
日
本
人
以
外
の
白
人
が
入
会
し
、
発
展
期
へ
突
入
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
会
員
数
の
割
合
も
現
地
人
へ

こ
の
時
期
よ
り
徐
々
に
移
行
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
布
教
が
行
わ
れ
た
創
価
学
会
に

於
け
る
広
布
の
第
一
期
と
創
価
学
会
内
部
で
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
末
～
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
を
第
二
期
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
第
二
期
で
は
、
創
価
学
会
の
ア
メ
リ
カ
支
部
と
い
う

よ
り
、
ア
メ
リ
カ
日
蓮
正
宗
と
い
う
独
立
性
が
強
ま
り
、
非
日
系
人
信
者
、
と
く
に
白
人
の
信
者
や
学
生
信
者
が
急
激
に
増
加
す
る
時
期

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
よ
り
、「
ス
ト
リ
ー
ト
折
伏
」
と
呼
ば
れ
る
布
教
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
折
伏
は
、

毎
日
、
毎
晩
、
街
頭
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
て
見
知
ら
ぬ
人
へ
折
伏
を
す
る
布
教
活
動
で
あ
る
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
大
量
の
入
会
者
を
獲

得
し
、
一
九
六
五
年
～
一
九
六
九
年
に
か
け
て
会
員
数
は
三
万
人
か
ら
十
七
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
こ
れ
に
は
、
ヒ
ッ
ピ
ー
を
代
表
と
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す
る
多
く
の
白
人
の
入
会
、
初
代
理
事
長
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
人
を
対
象
と
す
る
仏
教
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ス
ト
リ
ー
ト
折
伏
、
さ
ら
に
は
ア
メ

リ
カ
社
会
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
（
対
抗
文
化
）
の
流
行
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
七
〇
年
後
半
以
降
を
ア
メ
リ
カ
独
立
時
の
民
主
主
義
、
自
由
、
理
念
を
取
り
入
れ
る
時
期
と
し
て
、
広
布
の
第
三
期
と

Ｓ
Ｇ
Ｉ
で
は
位
置
付
け
て
い
る
。
第
三
期
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
よ
り
、
信
者
の
増
加
曲
線
が
、
停
滞
も
し
く
は
下
降
の
傾
向
を
見
せ

始
め
て
い
る
。
第
三
期
は
、「
ス
ト
リ
ー
ト
折
伏
」
に
よ
る
新
た
な
信
者
獲
得
よ
り
も
、
運
営
面
や
活
動
面
を
民
主
的
運
営
に
変
え
、
メ

ン
バ
ー
の
自
発
的
信
仰
に
よ
る
人
間
革
命
を
目
指
す
路
線
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
協
力
し
て
、
ア
メ

リ
カ
に
根
ざ
し
定
着
す
る
、
よ
り
発
展
で
き
る
方
法
の
模
索
に
入
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
よ
り
座
談
会
の
回

数
も
減
り
、
第
三
期
開
始
当
時
は
、
二
十
五
万
人
い
た
会
員
数
が
三
万
人
に
ま
で
減
少
し
た
と
ア
メ
リ
カ
日
蓮
正
宗
理
事
長
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
語
っ
て
い
る
。

　

第
三
期
以
前
は
、
表
面
的
な
ア
メ
リ
カ
化
、
現
地
化
だ
っ
た
と
言
え
る
が
、
第
三
期
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
の
初
期
の
段
階
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
教
え
が
ア
メ
リ
カ
に
本
当
の
意
味
で
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

多
民
族
国
家
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
は
、
生
活
を
す
る
上
で
多
く
の
弊
害
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
た
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
教
え
に
よ
り
希
望
が
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
青
年
部
へ
の
活
動
、
創
価
班
（
男
子
部
に
所
属
し

て
い
る
会
員
で
構
成
）
で
の
奉
仕
活
動
、
集
会
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
異
な
る
人
種
で
あ
っ
て
も
全
人
種
が
一
つ
に
な
っ
て
目
的
達

成
に
邁
進
す
る
。
こ
の
理
念
こ
そ
成
功
し
た
証
で
あ
り
、「
異
体
同
心
」
の
考
え
で
広
宣
流
布
に
邁
進
し
た
結
果
、
人
々
の
生
活
に
即
し

た
新
た
な
価
値
が
付
加
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
中
で
日
本
か
ら
渡
っ
た
創
価
学
会
の
教
え
が
、
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ズ
さ
れ
、
更
に
発
展
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
、
ま
さ
し
く
「
多
国
籍
宗
教
」
を
形
成
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、
北
米
に
於
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
活
動
は
、
ウ
エ
ス
ト
地
域
、
セ
ン
ト
ラ
ル
地
域
、
イ
ー
ス
ト
地
域
の
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
お
り
、
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四
十
七
の
州
、
一
三
五
ヶ
所
に
布
教
所
が
あ
り
、
布
教
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
数
で
言
え
ば
、
二
、
六
〇
〇
以

上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
盛
ん
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
ネ
イ
バ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
集
会
で
あ

る
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
国
際
本
部
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
東
部
管
区
本
部
、
シ
カ
ゴ
に
中
部
管
区
本
部
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
西
部

管
区
本
部
ビ
ル
が
建
っ
て
お
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
公
務
出
版
ビ
ル
が
建
っ
て
い
る
。

四

−

二
　
ハ
ワ
イ
開
教
区
『The P

ropagation district of H
aw

aii

』

■
歴
史
と
特
色

　

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
仏
教
徒
の
歴
史
を
知
る
に
は
、
日
系
移
民
の
歴
史
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
、
米
国
本
土
の
南
北
戦
争
に
よ
り
、

ハ
ワ
イ
産
砂
糖
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
規
模
農
園
）
の
労
働
者
と
し
て
、
日
本
か
ら
の
移
民
を
多
く

受
け
入
れ
た
こ
と
が
日
系
移
民
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　

ハ
ワ
イ
寺
院
の
多
く
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
く
日
系
移
民
の
人
々
が
日
本
か
ら
布
教
に
訪
れ
た
各
宗
の
開
教
師
と
と
も
に
、
寺

院
・
教
会
を
建
立
し
た
も
の
が
多
い
。

　

日
蓮
宗
で
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
ハ
ワ
イ
島
カ
パ
パ
ラ
に
お
寺
（
現
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
）
を
建
て
た
事
を
端
緒
と
す
る
。

現
在
、
ハ
ワ
イ
に
は
、
オ
ア
フ
島
に
三
ヶ
寺
、
ハ
ワ
イ
島
に
一
ヶ
寺
、
マ
ウ
イ
島
に
一
ヶ
寺
が
あ
る
。
何
れ
も
、
日
系
人
を
対
象
と
し
た

布
教
が
主
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
本
土
に
比
べ
る
と
日
系
人
が
ア
メ
リ
カ
人
を
嫌
う
と
い
う
人
種
差
別
意
識
が
あ
ま
り
強
く
な
い
の
で
ア

メ
リ
カ
人
に
対
し
て
も
布
教
が
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
襲
撃
後
も
、
ハ
ワ
イ
経
済
は
日
系
人
が
支
え
て
い
た
の
で
、

日
系
人
は
ア
メ
リ
カ
本
土
に
比
べ
る
と
、
収
容
所
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
さ
れ
る
事
が
な
か
っ
た
の
が
、
要
因
で
あ
ろ
う
。

　

ハ
ワ
イ
の
一
番
の
特
色
は
、
盆
ダ
ン
ス
（
盆
踊
り
）
を
真
剣
に
取
り
組
む
事
で
あ
る
。
先
祖
様
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
て
、
そ
の
供
養
の
為

に
盆
踊
り
を
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
強
い
の
で
あ
る
が
、
一
番
の
理
由
は
日
本
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
で
あ
る
。
天
台
宗
、
浄
土
宗
、
真
宗
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と
い
っ
た
よ
う
な
全
て
の
宗
派
で
盆
踊
り
が
毎
年
八
月
に
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
前
の
月
に
は
全
宗
派
で
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
開
教
区
長
）
会

議
で
日
程
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
行
う
の
で
、
殆
ど
毎
週
の
よ
う
に
盆
踊
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
お
盆
の

時
期
に
な
る
と
地
元
紙
に
各
宗
派
の
予
定
表
が
掲
載
さ
れ
、
今
で
は
常
夏
の
島
ハ
ワ
イ
の
「
夏
」
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

■
課
題
と
未
来
展
望

　

日
蓮
宗
に
於
け
る
ハ
ワ
イ
開
教
も
、
昨
年
度
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。
一
〇
〇
年
を
過
ぎ
た
段
階
で
、
今
後
は
何
を
目
標
に
布
教
を
行

う
か
を
検
討
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
教
会
主
任
菅
原
法
正
師
は
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。「
建
物
や
法
人
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
布
教
な
の
か
、
そ
れ
と
も
全
て
を
失
う
覚
悟
で
布
教
の
再
構
築
を
図
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
〇
〇
年
後
の
未
来
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
後
記
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
性
が
十
分
あ
り
、
日
系
人
を
ケ
ア
し
つ
つ
も
Ｓ
Ｇ
Ｉ
に
見
ら
れ

る
現
地
人
へ
の
ス
イ
ッ
チ
チ
ェ
ン
ジ
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　

ハ
ワ
イ
は
歴
史
を
鑑
み
て
も
、
長
期
に
亘
り
日
系
人
に
頼
り
、
寺
院
の
経
営
に
力
を
注
ぎ
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
は
、
一
〇
〇
年
後
の
ハ
ワ
イ
開
教
の
未
来
を
考
え
、
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
を
実
現
す
る
た
め
に
、
日
系
人
を
ケ
ア
し
つ
つ
、
現
地
人
へ

の
布
教
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
ハ
ワ
イ
開
教
区
に
於
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
活
動

　

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
歴
史
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
十
月
、
世
界
広
布
の
第
一
歩
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
ハ
ワ
イ
オ
ア

フ
島
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ハ
ワ
イ
は
、
世
界
広
布
の
第
一
歩
の
地
と
行
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
ハ
ワ
イ
日
蓮
宗
別
院
の
す
ぐ
近
く
に
、
ハ
ワ
イ
の
本
部
文
化
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

マ
カ
ハ
セ
ン
タ
ー
（
オ
ア
フ
島
）、
ヒ
ロ
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ワ
イ
島
）、
カ
ウ
ア
イ
セ
ン
タ
ー
（
カ
ウ
ア
イ
島
）、
マ
ウ
イ
セ
ン
タ
ー
（
マ
ウ
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イ
島
）
の
合
計
五
つ
の
布
教
所
を
有
し
て
い
る
。

四

−

三
　
東
南
ア
ジ
ア
新
開
教
地
『The N

ew
 P

ropagation district of S
outh E

ast A
sia

』

■
歴
史
と
特
色

　

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
日
蓮
正
宗
か
ら
破
門
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
間
に
立
た
さ
れ
た
信
者
で
マ
レ
ー
シ
ア

に
於
い
て
ペ
ナ
ン
日
蓮
宗
仏
教
会
が
結
成
さ
れ
た
。
ペ
ナ
ン
日
蓮
宗
仏
教
会
の
信
徒
の
約
一
二
〇
人
は
当
初
、
新
興
宗
教
に
帰
属
し
て
い

た
が
、
そ
の
教
え
に
疑
問
を
持
ち
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
八
月
、
日
蓮
宗
に
支
援
と
認
知
を
求
め
て
き
た
。
当
初
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
日
蓮
宗
米
国
別
院
を
仲
介
し
、
宗
務
院
と
電
子
メ
ー
ル
を
通
じ
て
開
教
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
翌
年
二
月
に
宗
務
職
員
を
派
遣
し
対

応
し
た
。
そ
の
後
、
改
宗
会
・
本
尊
授
与
式
が
行
わ
れ
、
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
七
月
に
ロ
ン
ド
ン
新
開
教
地
で
研
修
を
終
え
た
小

幡
妙
照
師
（
現
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
蓮
仏
教
会
主
任
）
を
派
遣
し
た
。
小
幡
師
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
四
日
間
滞
在
し
巡
回
布
教
を
行
い
、
同

年
八
月
か
ら
常
駐
し
そ
の
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
開
教
を
行
っ
た
。
現
在
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
台
湾
・
タ
イ
・
ベ

ト
ナ
ム
・
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
教
線
は
拡
大
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
三
ヶ
寺
（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
・
ペ
ナ
ン
・
ク
ラ
ン
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

一
ヶ
寺
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
一
ヶ
寺
と
、
合
計
五
ヶ
寺
を
有
す
る
開
教
地
で
あ
る
。
更
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
台
湾
に
二
カ
所
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
・
ス
リ
ラ
ン
カ
に
も
存
在
し
て
い
る
。

　

現
在
、
二
名
の
開
教
師
で
上
記
の
五
ヶ
寺
へ
の
巡
回
布
教
を
し
て
い
る
。
金
曜
日
に
そ
の
国
に
入
り
、
金
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
八
時

よ
り
法
要
を
行
い
、
日
曜
日
に
朝
十
一
時
よ
り
唱
題
行
を
行
い
、
自
国
へ
帰
国
す
る
と
い
う
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
現
在
、
野
田
寛
行
師

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
一
念
寺
を
拠
点
と
し
て
巡
回
布
教
を
し
、
エ
ル
フ
ィ
ナ
妙
布
師
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
蓮
華
寺

を
拠
点
と
し
て
、
巡
回
布
教
を
行
っ
て
い
る
。
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■
課
題
と
未
来
展
望

　

東
南
ア
ジ
ア
の
現
状
を
概
観
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
問
題
と
は
別
の
問
題
が
、
私
自
身
の
体
験
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
開
教
区
に

派
遣
さ
れ
た
瞬
間
か
ら
直
面
す
る
事
と
な
っ
た
。
そ
の
問
題
と
は
、
今
回
紹
介
で
き
な
い
開
教
区
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
タ
ラ
ビ
ー
ニ
勝
亮
師
、
韓
国
寶
土
寺
主
任
禹
法
顯
師
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
の
対

立
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
蓮
宗
に
比
べ
て
Ｓ
Ｇ
Ｉ
や
日
蓮
正
宗
の
猛
威
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
く
、
日
本
で
は
想
像
も
付
か
な

い
ほ
ど
巨
大
組
織
で
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
か
ら
は
、
毎
週
数
人
の
方
が
や
っ
て
き
て
は
、「
日
蓮
宗
と
日
蓮
正
宗
・
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
違
い
と
は
」
と

い
う
質
問
が
く
り
返
さ
れ
る
。
体
験
談
で
あ
る
が
、
英
語
で
前
も
っ
て
作
っ
て
於
い
た
分
か
り
や
す
い
冊
子
を
渡
し
、「
と
り
あ
え
ず
読

ん
で
き
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
納
得
し
て
貰
っ
た
上
で
も
う
一
回
来
て
貰
う
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
の

方
法
を
採
用
し
た
理
由
と
し
て
は
、
彼
ら
は
法
論
の
つ
も
り
で
来
る
の
で
、
こ
ち
ら
が
何
を
言
っ
て
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
い
の
が
要
因

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
受
け
取
っ
て
再
び
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
。
し
か
し
、
再
び
訪
問
し
て
く
れ
れ
ば
、
き
ち
ん
と
解

っ
て
く
れ
る
ま
で
説
明
を
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
次
か
ら
お
寺
の
行
事
に
も
参
加
し
て
く
れ
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
徐
々
に
溶
け

始
め
、
と
て
も
熱
心
な
日
蓮
宗
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る
。

　

ま
た
、
人
材
不
足
の
問
題
、
現
地
人
の
沙
弥
問
題
も
東
南
ア
ジ
ア
新
開
教
地
に
お
い
て
も
考
え
ら
れ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
新
開
教
地
に
は
、

六
ヶ
国
、
九
カ
所
に
布
教
所
（
寺
院
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
）
を
有
し
て
お
り
、
二
名
の
開
教
師
で
巡
回
布
教
を
行
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

全
て
の
布
教
所
に
一
人
ず
つ
人
員
を
配
置
す
る
事
は
難
し
い
事
で
あ
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
一
人
ず

つ
現
地
人
沙
弥
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
北
米
開
教
区
同
様
、
沙
弥
を
教
師
ま
で
育
て
る
、
ま
た
そ
の
役
割
を
持
た
せ
る
レ
イ
リ
ー
ダ
ー

（
在
家
指
導
者
）
を
育
成
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
に
成
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
が
、
将
来
の
開
教
区
の
発
展
、
安
定
に
繋
が
り
、
円
滑

に
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
の
祖
願
達
成
に
向
け
た
布
教
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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■
ア
ジ
ア
に
於
け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
活
動

　

ア
ジ
ア
の
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
歴
史
は
、
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
一
月
に
香
港
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
六
ヶ
国
を
池
田
大
作
氏
が
日
蓮
正
宗
の
日
達
上
人
と
共
に
訪
問
し
た
事
を
端
緒
と
す
る
。
香
港
支
部
は
、
そ
の
時
に
結
成
さ
れ

た
。
翌
年
に
再
び
タ
イ
を
訪
れ
、
そ
の
際
に
東
南
ア
ジ
ア
初
の
支
部
と
成
る
「
バ
ン
コ
ク
支
部
」
が
結
成
さ
れ
る
。
現
在
、
ア
ジ
ア
に
於

け
る
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
活
動
拠
点
は
、
北
朝
鮮
や
中
国
な
ど
一
部
地
域
を
除
い
て
香
港
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
マ
カ
オ
、
ネ
パ
ー

ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
台
湾
、
タ
イ
に
国
際
セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
香
港
に
は
三
つ
の
文
化
セ
ン
タ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
十
二
の
文
化
セ
ン
タ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
三
つ
の
主
要
グ

ル
ー
プ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
五
つ
の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
一
つ
の
青
年
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
る
。

五
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
か
ら
見
る
世
界
開
教
の
あ
り
方

　

Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
一
九
二
ヶ
国
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
九
十
の
国
で
組
織
を
形
成
し
、
一
、
二
〇
〇
万
人
以
上
の
会
員
を
有
す
る
大

き
な
団
体
で
あ
り
、
今
回
、
紹
介
し
た
国
は
ご
く
一
部
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
四
年
前
の
開
教
師
会
議
で
、
元
開
教
布
教
セ

ン
タ
ー
平
井
智
親
師
（
現
ハ
ワ
イ
開
教
区
長
）
は
、
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
の
眼
前
に
あ
る
目
標
と
し
て
、「
ユ
ニ
セ
フ
加
盟
国
の
一
九
三

ヶ
国
（
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
現
在
）
に
正
し
い
お
題
目
修
行
を
す
る
場
所
を
作
る
こ
と
」
と
言
及
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
布
教
所
を
増
や
す
の
と
同
時
に
、
日
蓮
宗
の
開
教
師
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
の
問
題
も
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
宗
報
十
一
月
号
（
第
三
〇
八
号
）
で
、
ハ
ワ
イ
マ
ウ
イ
島
、
プ
ウ
ネ
ネ
教
会
主
任　

髙
﨑
哲
道
師
が
次
の
よ
う
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
日
蓮
宗
の
開
教
師
は
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
布
教
拠
点
の
経
済
状
況
の
問
題
の
為
に
開
教
師
が
常
住
で

き
な
い
と
い
う
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
海
外
に
は
無
住
の
拠
点
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
も
し
私
が
す
ぐ
に
日
本
へ
戻
ら
な
け
れ
ば
な



現代宗教研究　第48号（2014.3）　　150

ら
な
い
状
況
に
な
れ
ば
、
こ
の
プ
ウ
ネ
ネ
教
会
も
無
住
の
拠
点
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
開
教
師
が
不
在
の
拠
点
は
衰

退
の
未
来
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。（
一
一
五
頁
）

　

結
局
の
と
こ
ろ
、
前
述
の
対
策
と
し
て
は
、
日
蓮
宗
開
教
布
教
セ
ン
タ
ー
が
、
読
経
考
査
、
普
通
試
験
、
僧
道
林
、
信
行
道
場
な
ど
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
度
、
日
蓮
宗
で
は
身
延
山
研
修
道
場
に
お
い
て
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
の
世
界
各
国
か
ら
二
十

六
名
の
参
加
者
で
「Lay Leader Retreat

」
が
開
設
さ
れ
た
。
日
蓮
宗
英
字
新
聞
十
二
月
号
を
見
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
参
加
者
は

「
自
国
に
帰
り
、
自
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
開
教
師
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
如
何
に
重
要
な
こ
と
な
の
か
、
こ
の
研
修
で
理
解
出
来

た
」
と
い
う
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
制
度
を
早
い
う
ち
に
構
築
し
て
僧
俗
一
体
で
布
教
を
展
開
す
る
こ

と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
開
教
区
に
於
い
て
は
、
沙
弥
や
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
を
日
本
と
は
違
う
位
置
づ
け
を
す
る
必
要
も

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
存
在
を
Ｓ
Ｇ
Ｉ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ぶ
べ
き
な
の
か
、
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ぶ
べ
き
な
の

か
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
厳
粛
に
法
要
を
執
り
行
う
事
が
で
き
る
よ
う
な
存
在
を
作
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
存
在
に
な
り
得
る
に
は
、
日
本
で
開
催
さ
れ
る
「Lay Leader Retreat

」
に
参
加
す
る
な
ど
を
必
須
と
し
て
、
何
ら
か

の
資
格
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
海
外
で
は
、
現
在
沙
弥
や
信
徒
で
も
開
教
師
、
国
際
布
教
師
が
巡
回
布
教
な
ど
で
不

在
の
場
合
、
法
要
を
執
り
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
。
僧
侶
に
よ
り
全
て
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
完
璧
に
見
せ
る
荘
厳
な
法

要
も
、
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
信
徒
が
参
加
で
き
な
け
れ
ば
、「
教
え
か
ら
逸
れ
た
一
人
よ
が
り
で
完
成
さ
れ
た
法
要
で
は

な
い
」
と
海
外
で
は
解
釈
さ
れ
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
六
月
に
開
催
さ
れ
た
日
蓮
宗
開
教
師
会
議
で
、
日
蓮
宗
国
際
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
、
教
育
制
度
改
革
、
海
外
教
師

登
録
制
度
改
革
な
ど
が
議
題
に
挙
げ
ら
れ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
交
わ
さ
れ
た
。
今
後
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
が
成
功
し
た
海
外
の
現
地
の
言
語
の
使
用
、
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教
え
の
翻
訳
、
現
地
人
の
役
職
へ
の
登
用
、
き
め
細
か
い
生
活
指
導
な
ど
を
更
な
る
情
報
収
集
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

日
蓮
大
聖
人
は
、「
立
正
安
国
論
」
の
中
で
、
次
の
様
に
お
示
し
に
な
ら
れ
て
い
る
。

　
「
汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
速
や
か
に
実
乗
の
一
善
に
帰
せ
よ
。
然
れ
ば
則
ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
」（
昭
和
定
本
四
二
二
頁
）

　

日
蓮
聖
人
ご
在
世
に
は
無
か
っ
た
教
団
が
流
行
す
る
世
の
中
、
少
し
で
も
早
い
一
天
四
海
皆
帰
妙
法
、
ご
降
誕
八
〇
〇
年
に
向
け
、
宗

門
と
し
て
国
内
外
問
わ
ず
、
更
に
邁
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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